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informations for life               くらしの情報

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
を

調
査
し
ま
す

障
が
い
が
あ
る
人
を
対
象
に
、

日
常
生
活
に
つ
い
て
の
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
お
住
ま
い
の
地

域
に
、
11
月
下
旬
か
ら
、
県
知

事
に
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
福
祉
課　

☎
63
・
１
４
０
６

荒尾都市計画汚物処理場変更（案）を縦覧します

皆さんの地域づくりを推進する条例を作成しています市
の
窓
あ
き
封
筒
に
有
料

広
告
を
載
せ
ま
せ
ん
か

市
で
は
、「
共
通
用
窓
あ
き
封

筒
」
と
「
納
税
（
入
）
通
知
書

送
付
用
封
筒
」
の
２
種
類
の
封

筒
に
、
有
料
広
告
を
掲
載
し
て

い
た
だ
け
る
業
者
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。

●
封
筒
の
サ
イ
ズ
と
枚
数

①
共
通
用
窓
あ
き
封
筒

（
11
・
８
cm
×
22
・
３
cm
）

７
万
３
千

600
枚

②
納
税（
入
）通
知
書
送
付
用
封
筒

（
12 

cm
×
20 

cm
）

５
万
４
千

600
枚

●
掲
載
場
所

そ
れ
ぞ
れ
の
封
筒
裏
面

●
広
告
枠
数　

そ
れ
ぞ
れ
２
枠

●
広
告
の
サ
イ
ズ

①
共
通
用
窓
あ
き
封
筒

縦
７
cm
×
横
10 

cm

②
納
税（
入
）通
知
書
送
付
用
封
筒

縦
７
cm
×
横
8
・
５
cm

●
使
用
期
間

そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
で
使
い
終

わ
る
予
定
で
す
。

●
広
告
掲
載
料　

単
価
は
１
枠
当

た
り
1
円（
税
込
）で
、
募
集
枚
数

を
乗
じ
た
金
額
で
す
。

●
募
集
期
間

11
月
16
日（
水
）～
12
月
15
日（
木
）

※
荒
尾
市
広
告
掲
載
事
業
実
施

要
項
、荒
尾
市
広
告
掲
載
基
準
、

募
集
要
項
や
様
式
な
ど
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
政
策
企
画
課　

情
報
推
進
室

☎
63
・
１
２
９
４

未
受
診
者
を
対
象
に

就
学
時
健
診
を
実
施

市
で
は
、
来
年
度
に
小
学
校
に

入
学
す
る
人
を
対
象
と
し
た
『
就

学
時
健
康
診
断
』
を
９
月
に
実
施

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
受
診
し
て
い

な
い
人
の
就
学
時
健
康
診
断
を
実

施
し
ま
す
。

対
象
者
が
い
る
世
帯
は
、
教
育

振
興
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、最
近
転
入
し
た
世
帯
で
、

荒
尾
市
以
外
で
就
学
時
健
康
診
断

を
す
で
に
済
ま
せ
た
人
は
受
診
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
健
康
診
断
日
程

11
月
22
日
（
火
）

問
教
育
振
興
課

☎
63
・
１
６
５
９

体
育
指
導
委
員
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
へ

第
177
回
国
会
（
常
会
）
に
お

い
て
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
成
立

し
、
平
成
23
年
6
月
24
日
に
公

布
、
8
月
24
日
か
ら
施
行
さ
れ

荒
尾
の
観
光
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

観
光
の
プ
ロ
を
交
え
て
、
今

後
の
荒
尾
の
観
光
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
３
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

●
場
所　

市
役
所
11
号
会
議
室

●
内
容

・
未
来
の
荒
尾
へ
向
け
た
観
光
施

策
の
可
能
性

・
”
源
を
見
つ
め
直
す
”
と
、

荒
尾
の
未
来
が
見
え
て
き
た

●
定
員　

80
人
程
度

●
申
込　

２
日
（
金
）
ま
で
に
、

産
業
振
興
課
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
参
加
無
料
）

問
産
業
振
興
課

☎
63
・
１
４
２
１

℻ 

63
・
１
１
５
８

２
０
１
２
年
版

市
民
手
帳
販
売
し
ま
す

コ
ン
パ
ク
ト
で
使
い
や
す
く
、

県
や
市
町
村
の
最
新
統
計
資
料

な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
「
市
民

手
帳
」
を
販
売
し
ま
す
。

●
主
な
内
容

【
２
部
構
成
】

▽
日
記
編　

見
開
き
1
週
間
タ

イ
プ
日
記
欄
（
1
日
の
メ
モ
ス

ペ
ー
ス
が
広
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
に
も
使
え
ま
す
）、
月

間
予
定
表
な
ど
。

▽
資
料
編　

荒
尾
市
行
政
機
構

図
、
市
議
会
議
員
名
簿
、
納

税
ご
よ
み
、
市
民
課
窓
口
事

務
の
ご
案
内
、
住
所
録
、
官

公
署
な
ど
連
絡
先
一
覧
表
、

市
町
村
別
人
口
・
面
積
、
年
号
・

西
暦
・
年
齢
早
見
表
な
ど
。

●
価
格　

470
円
（
消
費
税
込
）

●
販
売
開
始
日　

11
月
14
日（
月
）

●
販
売
場
所　

政
策
企
画
課

※
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
、
販

売
は
終
了
し
ま
す

※
す
で
に
予
約
い
た
だ
い
て
い

る
人
に
は
、
注
文
冊
数
分
用

意
し
て
い
ま
す

問
政
策
企
画
課

☎
63
・
１
２
７
４

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、

荒
尾
市
で
は
50
年
続
い
た
体
育

指
導
委
員
の
名
称
を
『
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
』
に
変
更
し
ま
す
。

名
称
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
づ
く

り
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
担

い
手
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
充
実
し
た
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

問
社
会
体
育
課

☎
62
・
５
１
６
３

荒
尾
駅
前
広
場
の

整
備
工
事
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
荒
尾
駅

前
広
場
の
再
整
備
を
目
的
に
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
整
備

計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
工
事

期
間
中
は
駅
利
用
者
や
住
民
の
皆

さ
ん
に
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
整
備
工
事
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
工
事
期
間　

11
月
中
旬
～
3
月
中
旬

※
今
回
の
整
備
工
事
に
よ
り
、

駅
前
広
場
駐
輪
場
を
廃
止
し
、

プ
ロ
ロ
ー
グ
広
場
に
集
約
し

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
プ
ロ

ロ
ー
グ
広
場
臨
時
駐
輪
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
土
木
課

☎
63
・
１
４
８
７

現 在、市では、市
民 の 皆 さ ん と

行政機関が協働して
地域づくりを行って
いく基本的なルール
となる「荒尾市協働
の地域づくり推進条
例」を、市民の皆さ
んや市職員が協力し
て作成しています。

全国的に見られる少子高齢化問題や環境問題、情報化の
急速な発達、地方分権の推進などのさまざまな課題が、本
市においても挙げられています。これらの課題を解決する
ためには、行政機関だけではなく、市民の皆さんとの協働
の地域づくりが不可欠です。

この条例を策定することで、市民と市の役割を明確にし、
地域の団体が機能的に活動できる仕組み作りを行っていき
ます。

そして、これまで
の日本では当たり前
の光景であった「向
こう三軒両隣」のよ
うな、近所で互いに
助けあい、住むまち
の課題を解決してい
くことができる関係
を再び築いていきた
いと考えています。

問くらしいきいき課　☎ 63-1395

作業部会が行っている条例検討作業のまとめ
（11/7 現在）

7 月

◆第 1 回（7/14）
・条例の策定主旨について説明
・条例策定に関する研修

◆第 2 回（7/28）
・条例（案）と交付金（案）について説明
・条文の検討
 （気になるところ、誤字について）

8 月

◆第 3 回（8/11）
・条文の修正箇所の解説
・地区協議会について意見交換

◆第 4 回（8/26）
・条文の修正箇所と解説の検討
・地区協議会の必要性について
・交付金の意図、交付方法（案）について説明

9 月

◆第 5 回（9/16）
・条文の修正箇所の解説
・条文の検討
・地区協議会の認定について
・交付金の要項について解説

◆第 6 回（9/26）
・条文の修正箇所解説　
・条文の検討（条例の名称、語句）
・地区協議会の認定規則について
（申請方法、団体の区別）

10 月
・
11月

◆第 7 回（10/13）
・検討会での検討結果の報告
・地区協議会の認定規則について
（認定の要件など）
・交付金の交付額について説明

◆第 8 回（11/10）

▲作業部会では真剣な検討が行われました

荒 尾都市計画汚物処理場のうち、し尿処理場
（松ヶ浦環境センター）の変更（案）を作成

しましたので縦覧します。
　現在の区域は将来の建替え用地を見込んだ区
域となっていますが、今後の下水道などの整備
や人口減少を考慮した結果、不要地が多く出る
ことから区域の縮小変更（案）を行うことにし
ました。
　荒尾市在住者または利害関係者で、ご意見の
ある人は、縦覧期間中に意見書を提出してくだ
さい。

●縦覧期間　11 月 21 日（月）～ 12 月 5 日（月）
●縦覧場所　市役所土木課

問土木課　☎ 63-1487

し尿処理場

削除区域

▲決まった条例案について、12 月にパブリック
コメントを募集する予定です。


